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(57)【要約】
【課題】遊技機器が取り付けられる遊技機において、当
該遊技機器の取り付け作業を好適に行うことができる遊
技機を提供すること。
【解決手段】遊技盤３３にはスルーゲート３９が設けら
れている。当該スルーゲート３９は遊技領域Ｚを流下す
る遊技球が通過可能に形成されており、通過した遊技球
を検知するゲートセンサを備えている。ゲートセンサに
は配線が接続されており、当該配線は、スルーゲート３
９が取り付けられる場合に、遊技盤３３に設けられた貫
通孔を介して遊技盤３３の後方側に導出される。ここで
、スルーゲート３９には、配線においてゲートセンサの
接続部位以外の一部を着脱可能に保持する第１アーム部
が設けられている。
【選択図】　　　図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　配線が接続された電子部品と前記電子部品を保持する保持部とを備える遊技機器があり
、
　前記保持部は、
　前記電子部品の移動を規制可能な複数の規制部があり、
　前記複数の規制部のうち前記電子部品の所定側に配置される第１規制部と、
　前記複数の規制部のうち前記電子部品の前記所定側とは異なる側に配置される第２規制
部と、
　前記第１規制部と前記第２規制部とを連結する連結部と、
　前記連結部から前記電子部品が配設される側とは異なる側に立設される立設部と、
　前記立設部の先端部から前記連結部の延在方向と同方向に延びる延在部とが形成され、
　前記連結部と前記立設部及び前記延在部とにより配線保持可能部を形成し、
　前記配線保持可能部は、
　複数の前記配線を保持可能であるとともに、
　前記連結部における中間部分よりも端部側において、前記配線を保持可能な領域が小さ
くなる部分を有するよう形成されている遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は遊技機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　遊技機の一種としてパチンコ機等がある。パチンコ機においては、多様な遊技機器が搭
載されている。例えばパチンコ機には、遊技領域に発射された遊技球が通過可能な入賞口
と、遊技機器として当該入賞口を通過する遊技球を検知する検知センサ（検知スイッチ）
と、が設けられている。検知センサは、配線を介して遊技に関する制御を行う制御装置に
接続されており、検知センサによって遊技球が通過したことが検知された場合には、制御
装置は、例えば一定の遊技球が払い出されるように払出装置を制御する（例えば特許文献
１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００９－５６１３６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ここで、検知センサ等の遊技機器を遊技機に取り付ける場合に、当該遊技機器と制御装
置とを接続する配線が邪魔になる場合がある。このため、遊技機器の取り付け作業の作業
性の低下が懸念される。
【０００５】
　本発明は、上記例示した事情等を鑑みてなされたものであり、遊技機器が取り付けられ
る遊技機において、当該遊技機器の取り付け作業を好適に行うことができる遊技機を提供
することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、
　配線が接続された電子部品と前記電子部品を保持する保持部とを備える遊技機器があり
、
　前記保持部は、
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　前記電子部品の移動を規制可能な複数の規制部があり、
　前記複数の規制部のうち前記電子部品の所定側に配置される第１規制部と、
　前記複数の規制部のうち前記電子部品の前記所定側とは異なる側に配置される第２規制
部と、
　前記第１規制部と前記第２規制部とを連結する連結部と、
　前記連結部から前記電子部品が配設される側とは異なる側に立設される立設部と、
　前記立設部の先端部から前記連結部の延在方向と同方向に延びる延在部とが形成され、
　前記連結部と前記立設部及び前記延在部とにより配線保持可能部を形成し、
　前記配線保持可能部は、
　複数の前記配線を保持可能であるとともに、
　前記連結部における中間部分よりも端部側において、前記配線を保持可能な領域が小さ
くなる部分を有するよう形成されていることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、遊技機器の取り付け作業を好適に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】パチンコ機の構成を示す前方から見た斜視図。
【図２】遊技機本体の主要な構成を分解して示す分解斜視図。
【図３】遊技盤の構成を示す正面図。
【図４】遊技盤の裏側の構成を示す背面図。
【図５】内枠の構成を示す背面図。
【図６】スルーゲート及びその周辺を示す正面図。
【図７】（ａ）スルーゲートが遊技盤に取り付けられている構成を説明するための説明図
、（ｂ）Ａ－Ａ線断面図。
【図８】スルーゲートの構成を示す分解斜視図。
【図９】（ａ）センサホルダの背面図、（ｂ）Ｂ－Ｂ線断面図。
【図１０】センサホルダへのゲートセンサの取り付け手順を説明するための説明図。
【図１１】第１アーム部に配線が保持されている様子を説明するための一部断面図。
【図１２】第１アーム部に配線が保持されている場合の配線の形状を説明するための説明
図。
【図１３】（ａ）、（ｂ）スルーゲートを遊技盤に取り付ける作業を説明するための説明
図。
【図１４】パチンコ機の電気的構成を示すブロック図。
【図１５】（ａ）、（ｂ）第１アーム部の変形例を示す説明図。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、遊技機の一種であるパチンコ遊技機（以下、「パチンコ機」という）の実施形態
を、図面に基づいて詳細に説明する。図１はパチンコ機１０を前方から見た斜視図、図２
はパチンコ機１０を構成する遊技機本体１２の分解斜視図である。なお、図２では便宜上
パチンコ機１０の遊技領域内の構成を省略している。
【００１０】
　パチンコ機１０は、当該パチンコ機１０の外殻を形成する外枠１１と、この外枠１１に
対して前方に回動可能（開閉可能）に取り付けられた遊技機本体１２とを有している。な
お、パチンコ機１０において外枠１１は必須の構成ではなく、遊技場の島設備に外枠１１
が備え付けられた構成としてもよい。
【００１１】
　外枠１１は、木製の板材を四辺に連結し構成されるものであって矩形枠状をなしている
。パチンコ機１０は、外枠１１を島設備に取り付け固定することにより、遊技場に設置さ
れる。なお、外枠１１を合成樹脂やアルミニウム等の金属によって形成することも可能で
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ある。
【００１２】
　外枠１１の一側部に遊技機本体１２が回動可能に支持されている。具体的には、図１に
示すように、外枠１１における上枠部と左枠部との連結部分に上側支持用金具２１が固定
されており、さらに外枠１１における下枠部と左枠部との連結部分に下側支持用金具２２
が設けられている。これら上側支持用金具２１及び下側支持用金具２２により支持機構が
構成され、当該支持機構によって外枠１１に対して遊技機本体１２が回動可能に支持され
ている。
【００１３】
　また、遊技機本体１２には、図２に示すように、その回動先端部に施錠装置２３が設け
られており、遊技機本体１２を外枠１１に対して閉鎖状態とした場合には施錠装置２３の
鉤部材２４が外枠１１の右枠部の内側面に設けられた鉤受け部にて受けられ、遊技機本体
１２の開放が阻止される。一方、パチンコ機１０前面にて露出させて設けられたシリンダ
錠２５に対して解錠キーを用いて解錠操作を行うことにより、外枠１１の鉤受け部にて鉤
部材２４が受けられた状態が解除され、遊技機本体１２の外枠１１からの開放が可能とな
る。なお、施錠装置２３は、後述する内枠１３と前扉枠１４との施錠を行う機能も有して
いる。
【００１４】
　遊技機本体１２は、ベース体としての内枠１３と、その内枠１３の前方に配置される前
扉枠１４と、内枠１３の後方に配置される裏パックユニット１５とを備えている。遊技機
本体１２のうち内枠１３が外枠１１に対して回動可能（開閉可能）に支持されている。詳
細には、正面視で左側を回動基端側（開閉基端側）とし右側を回動先端側（開閉先端側）
として内枠１３が前方へ回動可能とされている。
【００１５】
　内枠１３には、前扉枠１４が回動可能（開閉可能）に支持されており、正面視で左側を
回動基端側（開閉基端側）とし右側を回動先端側（開閉先端側）として前方へ回動可能と
されている。また、内枠１３には、裏パックユニット１５が回動可能（開閉可能）に支持
されており、正面視で左側を回動基端側（開閉基端側）とし右側を回動先端側（開閉先端
側）として後方へ回動可能とされている。
【００１６】
　次に、遊技機本体１２の前面側の構成について説明する。
【００１７】
　図２に示すように、内枠１３は、外形が外枠１１とほぼ同一形状をなす樹脂ベース３１
を主体に構成されている。樹脂ベース３１の中央部には略楕円形状の窓孔３２が形成され
ている。樹脂ベース３１には遊技盤３３が着脱可能に取り付けられている。遊技盤３３は
合板よりなり、遊技盤３３の前面が樹脂ベース３１の窓孔３２を通じて内枠１３の前面側
に露出した状態となっている。
【００１８】
　ここで、遊技盤３３の構成を図３に基づいて説明する。図３は、遊技盤３３の正面図で
ある。
【００１９】
　遊技盤３３には、内レール部３４ａと外レール部３４ｂとが取り付けられており、これ
らレール部３４ａ、３４ｂによって遊技領域Ｚが規定されている。これら内レール部３４
ａと外レール部３４ｂとは、遊技球の直径よりも若干大きい間隔を置いて並設されている
。樹脂ベース３１における窓孔３２の下方には遊技球の発射動作を行う遊技球発射機構３
５が設けられており（図２参照）、当該遊技球発射機構３５によって発射された遊技球は
内レール部３４ａと外レール部３４ｂとの間を通って、遊技領域Ｚの上部に案内されるよ
うになっている。
【００２０】
　遊技領域Ｚには、ルータ加工が施されることによって前後方向に貫通する大小複数の開
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口部が形成されている。各開口部には一般入賞口３６、可変入賞装置３７、作動口３８、
スルーゲート３９及び可変表示ユニット４０等がそれぞれ設けられている。作動口３８は
遊技盤３３の中央側に配置されており、一般入賞口３６は、作動口３８を挟むように左右
にそれぞれ２個ずつ合計４個設けられており、それぞれ所定の間隔を隔てた位置に配置さ
れている。スルーゲート３９は、上記一般入賞口３６、可変入賞装置３７及び作動口３８
よりも上流側に配置されている。これにより、スルーゲート３９を通過した遊技球は一般
入賞口３６等に入賞可能となっている。
【００２１】
　また、可変表示ユニット４０は遊技盤３３の略中央に配置されており、スルーゲート３
９は可変表示ユニット４０を介して遊技盤３３の両側に配置されている。すなわち、スル
ーゲート３９は遊技領域Ｚ内において可変表示ユニット４０から遊技領域Ｚの外周に向け
て所定の距離だけ離間した位置に配置されているといえる。特に、一方のスルーゲート３
９は、遊技領域Ｚを規定する各レール部３４ａ、３４ｂと可変表示ユニット４０との間に
配置されている。
【００２２】
　一般入賞口３６、可変入賞装置３７及び作動口３８に遊技球が入ると、それが各検知セ
ンサにより検知され、その検知結果に基づいて所定数の賞球の払い出しが実行される。そ
の他に、遊技盤３３の最下部にはアウト口４１が設けられており、各種入賞口等に入らな
かった遊技球はアウト口４１を通って遊技領域Ｚから排出される。また、遊技盤３３には
、遊技球の落下方向を適宜分散、調整等するために多数の釘４２が植設されていると共に
、風車等の各種部材（役物）が配設されている。
【００２３】
　可変表示ユニット４０には、作動口３８への入賞をトリガとして図柄を可変表示する図
柄表示装置４３が設けられている。また、可変表示ユニット４０には、図柄表示装置４３
を囲むようにしてセンターフレーム４４が配設されている。センターフレーム４４の上部
には、第１特定ランプ部４５及び第２特定ランプ部４６が設けられている。また、センタ
ーフレーム４４の下部及び上部にはそれぞれ保留ランプ部４７、４８が設けられている。
下側の保留ランプ部４７は図柄表示装置４３及び第１特定ランプ部４５に対応しており、
遊技球が作動口３８を通過した回数は最大４回まで保留され保留ランプ部４７の点灯によ
ってその保留個数が表示されるようになっている。上側の保留ランプ部４８は第２特定ラ
ンプ部４６に対応しており、遊技球がスルーゲート３９を通過した回数は最大４回まで保
留され保留ランプ部４８の点灯によってその保留個数が表示されるようになっている。
【００２４】
　図柄表示装置４３は、液晶ディスプレイを備えた液晶表示装置として構成されており、
表示制御装置により表示内容が制御される。図柄表示装置４３には、例えば左、中及び右
に並べて図柄が表示され、これらの図柄が上下方向にスクロールされるようにして変動表
示されるようになっている。そして、予め設定されている有効ライン上に所定の組合せの
図柄が停止表示された場合には、特別遊技状態（以下、大当たりという）が発生すること
となる。
【００２５】
　遊技結果表示部（又は抽選結果表示部）として設けられた第１特定ランプ部４５では、
作動口３８への入賞をトリガとして所定の順序で発光色の切り替えが行われ、予め定めら
れた色で停止表示された場合には大当たりが発生する。また、第２特定ランプ部４６では
、遊技球のスルーゲート３９の通過をトリガとして所定の順序で発光色の切り替えが行わ
れ、予め定められた色で停止表示された場合には作動口３８に付随する電動役物が所定時
間だけ開放状態となる。なお、これら第１特定ランプ部４５及び第２特定ランプ部４６の
制御は、後述する主制御装置により行われる。
【００２６】
　可変入賞装置３７は、通常は遊技球が入賞できない又は入賞し難い閉状態になっており
、大当たりの際に遊技球が入賞しやすい所定の開放状態に切り換えられるようになってい
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る。可変入賞装置３７の開放態様としては、所定時間（例えば３０秒間）の経過又は所定
個数（例えば１０個）の入賞を１ラウンドとして、複数ラウンド（例えば１５ラウンド）
を上限として可変入賞装置３７が繰り返し開放されるものが一般的である。なお、可変入
賞装置３７の駆動制御は、後述する主制御装置により行われる。
【００２７】
　内枠１３の前面側全体を覆うようにして前扉枠１４が設けられている。前扉枠１４には
、図１等に示すように、遊技領域のほぼ全域を前方から視認することができるようにした
窓部５５が形成されている。窓部５５は、略楕円形状をなし、窓パネル５６が嵌め込まれ
ている。窓パネル５６は、ガラスによって無色透明に形成されているが、これに限定され
ることはなく合成樹脂によって無色透明に形成してもよい。窓部５５の周囲には、各種ラ
ンプ等の発光手段が設けられている。また、左上及び右上の位置には、遊技状態に応じた
効果音などが出力されるスピーカ部が設けられている。
【００２８】
　前扉枠１４における窓部５５の下方には、手前側へ膨出した上側膨出部５７と下側膨出
部５８とが上下に並設されている。上側膨出部５７内側には上方に開口した上皿５７ａが
設けられており、下側膨出部５８内側には同じく上方に開口した下皿５８ａが設けられて
いる。上皿５７ａは、後述する払出装置より払い出された遊技球を一旦貯留し、一列に整
列させながら後述する遊技球発射機構側へ導くための機能を有する。また、下皿５８ａは
、上皿５７ａ内にて余剰となった遊技球を貯留する機能を有する。
【００２９】
　次に遊技盤３３の背面側の構成について図４を用いて説明する。図４は遊技盤３３の背
面側の構成を示す背面図である。
【００３０】
　遊技盤３３の背面には、可変表示ユニット４０の下方に集合板ユニット６１が設けられ
ている。集合板ユニット６１には、前記一般入賞口３６、可変入賞装置３７、作動口３８
に対応して且つ下流側で１カ所に集合する回収通路６２が形成されている。一般入賞口３
６等に入賞した遊技球は何れも回収通路６２を介して遊技盤３３の下方に集合する。遊技
盤３３の下方には排出通路があり、回収通路６２により遊技盤３３の下方に集合した遊技
球は排出通路内に導出される。なお、アウト口４１も同様に排出通路に通じており、何れ
の入賞口にも入賞しなかった遊技球もアウト口４１を介して排出通路内に導出される。
【００３１】
　また、回収通路６２において各一般入賞口３６と対応する位置には、それぞれ入賞口セ
ンサ６３ａが設けられている。また、可変入賞装置３７と対応する位置にはカウントセン
サ６３ｂが設けられ、作動口３８に対応する位置に作動口センサ６３ｃが設けられている
。これらセンサ６３ａ～６３ｃにより遊技球の入賞がそれぞれ検知される。また、スルー
ゲート３９は、当該スルーゲート３９を通過する遊技球を検知するゲートセンサ６３ｄを
備えている。ゲートセンサ６３ｄ及び入賞口センサ６３ａは配線を通じて作動口３８の裏
側に設けられた中継基板６４に接続されている。中継基板６４は後述する主制御装置と配
線を通じて接続されており、各センサ６３ａ、６３ｄによる検知結果は中継基板６４を介
して主制御装置に入力される。
【００３２】
　ここで、中継基板６４に対する入賞口センサ６３ａ及びゲートセンサ６３ｄの相対位置
について説明すると、ゲートセンサ６３ｄと中継基板６４との距離は入賞口センサ６３ａ
と中継基板６４との距離よりも大きくなっている。このため、ゲートセンサ６３ｄと中継
基板６４とを接続する配線の長さは、入賞口センサ６３ａと中継基板６４とを接続する配
線の長さよりも長くなっている。
【００３３】
　次に、遊技機本体１２の背面側の構成について説明する。図５は、内枠１３の背面図で
ある。
【００３４】
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　図４に示すように、内枠１３（遊技盤３３）の背面には、主制御装置ユニット６５及び
音声ランプ制御装置ユニット６６が搭載されている。
【００３５】
　主制御装置ユニット６５は、集合板ユニット６１を後方から覆うように取り付けられて
いる。主制御装置ユニット６５は、合成樹脂製の取付台６５ａを有し、取付台６５ａに主
制御装置６５ｂが搭載されている。主制御装置６５ｂは、遊技の主たる制御を司る機能（
主制御回路）と、電源を監視する機能（停電監視回路）と、を有する主制御基板を具備し
ており、当該主制御基板が透明樹脂材料等よりなる基板ボックス６５ｃに収容されて構成
されている。
【００３６】
　音声ランプ制御装置ユニット６６は、音声ランプ制御装置６６ａと、取付台６６ｂとを
具備する構成となっており、取付台６６ｂ上に音声ランプ制御装置６６ａが装着されてい
る。音声ランプ制御装置６６ａは、主制御装置ユニット６５に搭載された主制御装置６５
ｂからの指示に従い音声やランプ表示、及び図示しない表示制御装置の制御を司る音声ラ
ンプ制御基板を具備しており、音声ランプ制御基板が透明樹脂材料等よりなる基板ボック
ス６６ｃに収容されて構成されている。
【００３７】
　裏パックユニット１５は、図２に示すように、裏パック７１を備えており、当該裏パッ
ク７１に対して、払出機構部７２及び制御装置集合ユニット７３が取り付けられている。
なお、裏パック７１は透明性を有する合成樹脂により形成されており、主制御装置ユニッ
ト６５の一部や音声ランプ制御装置ユニット６６などを後方から覆うように、後方に突出
し略直方体形状をなす保護カバー部７５を有している。
【００３８】
　払出機構部７２は、保護カバー部７５を迂回するようにして配設されており、遊技場の
島設備から供給される遊技球が逐次補給されるタンク７７と、当該タンク７７に貯留され
た遊技球を払い出すための払出装置７８と、を備えている。払出装置７８より払い出され
た遊技球は、当該払出装置７８の下流側に設けられた図示しない払出通路を通じて、上皿
５７ａ又は下皿５８ａに排出される。また、払出機構部７２には、例えば交流２４ボルト
の主電源が供給されるとともに、電源のＯＮ操作及びＯＦＦ操作を行うための電源スイッ
チが設けられた裏パック基板が搭載されている。
【００３９】
　制御装置集合ユニット７３は、払出制御装置８２と電源及び発射制御装置８３とを備え
ている。これら払出制御装置８２と電源及び発射制御装置８３とは、払出制御装置８２が
パチンコ機１０後方となるように前後に重ねて配置されている。
【００４０】
　払出制御装置８２は、払出装置７８を制御する払出制御基板が基板ボックス内に収容さ
れて構成されている。電源及び発射制御装置８３は、電源及び発射制御基板が基板ボック
ス内に収容されて構成されており、当該基板により、各種制御装置等で要する所定の電力
が生成されて出力され、さらに遊技球の打ち出しの制御が行われる。また、本パチンコ機
１０は各種データの記憶保持機能を有しており、万一停電が発生した際でも停電時の状態
を保持し、停電からの復帰の際には停電時の状態に復帰できるようになっている。
【００４１】
　次に、スルーゲート３９について、図３に加えて、図６～図９を用いて説明する。図６
はスルーゲート３９及びその周辺を示す拡大正面図、図７（ａ）は遊技盤３３の前後方向
の断面を模式的に示す一部断面図であって、遊技盤３３に対するスルーゲート３９の取り
付け態様を説明するための説明図、図７（ｂ）はＡ－Ａ線断面図、図８はスルーゲート３
９を分解して示す分解斜視図、図９（ａ）はゲートセンサ６３ｄが取り付けられていない
スルーゲート３９の背面図、図９（ｂ）はＢ－Ｂ線断面図である。なお、スルーゲート３
９は、図３に示すように、可変表示ユニット４０を介して遊技盤３３の両側に配置されて
おり、そのうち内レール部３４ａ、外レール部３４ｂが設けられている側のスルーゲート
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３９について説明する。
【００４２】
　スルーゲート３９は、図７（ａ）に示すように、その一部が遊技盤３３に嵌め込まれた
状態で取り付けられている。具体的には、遊技盤３３には、スルーゲート３９に対応させ
て遊技盤３３の前後方向に貫通した貫通孔８１が設けられており、スルーゲート３９はそ
の一部が貫通孔８１に対して嵌め込まれている状態で遊技盤３３に固定されている。
【００４３】
　スルーゲート３９について詳細に説明すると、スルーゲート３９は、図８に示すように
、ゲートセンサ６３ｄと、ゲートセンサ６３ｄの端部に接続された配線９１と、当該ゲー
トセンサ６３ｄを保持するセンサホルダ９２と、を備えている。スルーゲート３９は、配
線９１が接続されたゲートセンサ６３ｄがセンサホルダ９２に保持されることで１つのユ
ニットを構成している。そして、スルーゲート３９は、センサホルダ９２が遊技盤３３に
固定されることによって遊技盤３３に取り付けられている。
【００４４】
　具体的には、センサホルダ９２は、図６等に示すように、遊技盤３３の盤面に当接する
ベース部１０１を備えている。ベース部１０１は遊技盤３３の盤面に沿うように板状に形
成されている。ベース部１０１は遊技盤３３に設けられた貫通孔８１よりも大きく形成さ
れている。ベース部１０１には、図７（ａ）に示すように、ネジが挿通可能なネジ孔１０
２が設けられており、ベース部１０１が遊技盤３３の前面に当接した状態でネジ孔１０２
にネジ１０３が螺着されることによって、センサホルダ９２が遊技盤３３に固定されてい
る。この場合、図６に示すように、貫通孔８１はベース部１０１によって塞がれている。
【００４５】
　なお、ベース部１０１の裏側には、図８に示すように、位置決め用の突起１０４が設け
られており、図７（ａ）に示すように、当該突起１０４に対応させて遊技盤３３には突起
用穴１０５が設けられている。当該突起用穴１０５に突起１０４が嵌まるようにベース部
１０１を配置することで、遊技盤３３に対するスルーゲート３９の位置が一義的に決まる
。
【００４６】
　ゲートセンサ６３ｄはセンサホルダ９２に対して保持されている。具体的には、ゲート
センサ６３ｄは直方体形状をなしており、当該ゲートセンサ６３ｄの形状に対応させて、
ベース部１０１には、図８に示すように、ゲートセンサ６３ｄを後方から挿通させるため
の挿通孔１１１が設けられている。挿通孔１１１は前後方向に貫通しており、ゲートセン
サ６３ｄが挿通可能な大きさに形成されている。ゲートセンサ６３ｄは、その一部が遊技
盤３３の前面側に配置されるように挿通孔１１１を跨いだ状態で配置される。そして、当
該位置にてセンサホルダ９２によって保持される。
【００４７】
　センサホルダ９２によるゲートセンサ６３ｄの保持について具体的に説明する。ここで
、センサホルダ９２はベース部１０１に対して前面側と後面側とでその構成が異なってい
るため、最初に前面側の構成について説明した後で、後面側の構成について説明する。
【００４８】
　ベース部１０１の表面側には、ゲートセンサ６３ｄの一部を取り囲むように形成された
枠部１２１が一体形成されている。枠部１２１は、ゲートセンサ６３ｄの一部を収容可能
な内部空間を形成するように挿通孔１１１の周縁部から前方に向けて形成されている。枠
部１２１は、図７（ａ）に示すように、上下方向に開放しているため、遊技球が枠部１２
１を上下方向に通過可能となっている。ゲートセンサ６３ｄは挿通孔１１１を介して枠部
１２１にその一部が入り込むようにして取り付けられており、ゲートセンサ６３ｄは枠部
１２１内を通過する遊技球を検知可能に形成されている。
【００４９】
　具体的には、ゲートセンサ６３ｄにおいて枠部１２１に差し込まれる部分、すなわち遊
技盤３３の前面側に配置される部分には、遊技球が通過可能な検知孔１２２が形成されて
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いる。検知孔１２２は上下方向に貫通しており、枠部１２１と連通している。検知孔１２
２の外周縁には円筒状のコイルが設けられているとともに、インダクタンスの変化を検知
する検知回路が設けられている。
【００５０】
　かかる構成によれば、コイルに対して微弱な電流が流れている状況において検知孔１２
２を遊技球が通過した場合、インダクタンスが変化する。当該インダクタンスの変化は検
知回路によって検知される。これにより、検知孔１２２に遊技球が通過したことを認識す
ることができる。換言すれば、検知孔１２２が形成されている領域は検知領域であるとい
える。
【００５１】
　なお、通過する遊技球を検知する構成については、これに限られず、例えば光センサを
用いた構成としてもよく、マイクロスイッチを用いてもよい。要は、通過する遊技球を検
知可能な構成であれば任意である。
【００５２】
　枠部１２１へのゲートセンサ６３ｄの取り付けについて具体的に説明すると、図７（ｂ
）に示すように、枠部１２１の内面側には内方に開口し、ゲートセンサ６３ｄが入り込み
可能な溝１２３が形成されている。ゲートセンサ６３ｄは溝１２３に入り込むようにして
配置されている。これにより、枠部１２１によってゲートセンサ６３ｄが保持されている
。
【００５３】
　枠部１２１及び溝１２３についてより詳細に説明すると、枠部１２１は、挿通孔１１１
の周縁部から前方に向けて突出して形成され且つゲートセンサ６３ｄを介して遊技盤３３
の左右方向に対向配置された一対の第１側面枠部１２１ａ及び第２側面枠部１２１ｂと、
第１側面枠部１２１ａ及び第２側面枠部１２１ｂを連結するように設けられ、ゲートセン
サ６３ｄの前方への移動を規制する前面枠部１２１ｃと、から構成されている。第１側面
枠部１２１ａ及び第２側面枠部１２１ｂはゲートセンサ６３ｄの側面を覆うように形成さ
れている。第１側面枠部１２１ａ及び第２側面枠部１２１ｂは前後方向に見て略Ｃ字形状
をなしており、第１側面枠部１２１ａ及び第２側面枠部１２１ｂにはそれぞれ、ゲートセ
ンサ６３ｄ側に向けて開口するとともに、ゲートセンサ６３ｄが入り込み可能な側面溝部
１２３ａ、１２３ｂが設けられている。
【００５４】
　前面枠部１２１ｃはゲートセンサ６３ｄの前面を覆うように形成されており、当該前面
枠部１２１ｃにはゲートセンサ６３ｄ側に向けて開口するとともに、ゲートセンサ６３ｄ
が入り込み可能な前面溝部１２３ｃが設けられている。側面溝部１２３ａ、１２３ｂは前
面溝部１２３ｃを介して連通しており、溝１２３は前面溝部１２３ｃ及び側面溝部１２３
ａ、１２３ｂから構成されている。側面溝部１２３ａ、１２３ｂは後方に向けて開放され
ている。
【００５５】
　第１側面枠部１２１ａ及び第２側面枠部１２１ｂの内側には、ゲートセンサ６３ｄの向
き合う側面と当接するようにゲートセンサ６３ｄ側に突出する一筋の突条１２４、１２５
がそれぞれ設けられている。突条１２４、１２５は各側面枠部１２１ａ、１２１ｂに沿っ
て形成されており、ゲートセンサ６３ｄを挟んで左右方向に対向配置されている。突条１
２４、１２５の突出寸法は、当該突条１２４、１２５間の距離がゲートセンサ６３ｄの幅
寸法と同一になるように設定されている。
【００５６】
　かかる構成によれば、ゲートセンサ６３ｄを挿通孔１１１に挿入すると、ゲートセンサ
６３ｄは、その側面部分が側面溝部１２３ａ、１２３ｂに嵌め込まれた状態で前方に向け
て移動する。当該嵌め込みによって上下方向のゲートセンサ６３ｄの位置ずれが規制され
る。また、ゲートセンサ６３ｄは突条１２４、１２５によって挟まれるため、左右方向へ
のゲートセンサ６３ｄの位置ずれが規制されている。すなわち、側面枠部１２１ａ、１２



(10) JP 2015-126994 A 2015.7.9

10

20

30

40

50

１ｂによって遊技盤３３の盤面に沿った方向へのゲートセンサ６３ｄの位置すれが規制さ
れ、ゲートセンサ６３ｄの移動方向が一方向（前方）に規定される。
【００５７】
　そして、ゲートセンサ６３ｄの前面部分が前面溝部１２３ｃに入り込み、ゲートセンサ
６３ｄの前面が前面枠部１２１ｃの内壁面と当接することによって前方へのゲートセンサ
６３ｄの移動が規制される。これにより、センサホルダ９２に対するゲートセンサ６３ｄ
の相対位置が規定された状態でゲートセンサ６３ｄはセンサホルダ９２に対して保持され
る。
【００５８】
　次に、ベース部１０１の後面側の構成について説明する。
【００５９】
　検知孔１２２が形成されている部分が枠部１２１に入り込んでいる状況において、ゲー
トセンサ６３ｄの一部はベース部１０１から後方に向けて突出しており、貫通孔８１内に
配置されている。センサホルダ９２には、当該突出部分を保持する一対のアーム部１３１
、１３２が設けられている。アーム部１３１、１３２は挿通孔１１１の周縁部から後方に
向けて延びるように形成されており、ゲートセンサ６３ｄを介して左右方向に対向配置さ
れている。ゲートセンサ６３ｄは、アーム部１３１、１３２の間を通り、挿通孔１１１を
介して枠部１２１内に入り込むことによってセンサホルダ９２に取り付けられている。
【００６０】
　ここで、アーム部１３１、１３２はそれぞれ異なる構成となっているため、それぞれに
ついて説明する。ここで、説明の便宜上、以降の説明において、図７（ａ）に示すように
、遊技領域Ｚの端寄り、具体的には遊技領域Ｚを規定する内レール部３４ａ側に配置され
ているアーム部１３１を第１アーム部１３１と、それとは反対側のアーム部１３２を第２
アーム部１３２という。第１アーム部１３１は、図柄表示装置４３が設けられている側と
は反対側に配置されている。
【００６１】
　なお、可変表示ユニット４０を介して反対側に配置されているスルーゲート３９にあっ
ては、図柄表示装置４３が設けられている側とは反対側に第１アーム部１３１が配置され
るように、第１アーム部１３１と第２アーム部１３２とを逆に配置したスルーゲート３９
が取り付けられている。
【００６２】
　先ず、第１アーム部１３１について説明すると、第１アーム部１３１は遊技盤３３の前
後方向に見てＣ字状をなしており、ゲートセンサ６３ｄの一側面を覆うように形成されて
いる。具体的には、第１アーム部１３１は、ゲートセンサ６３ｄの一側面と所定の間隔、
詳細には突条１２４の突出寸法分だけ離間させて対向配置されたベース壁部１４０を備え
ている。ベース壁部１４０は、第１側面枠部１２１ａの一部を後方に延出させることで形
成されている。すなわち、第１側面枠部１２１ａ及びベース壁部１４０によって一連の壁
部が形成されており、当該一連の壁部の途中位置から突条１２４が設けられている。当該
突条１２４が設けられていることによって、遊技盤３３の前後方向に交差する面、詳細に
は前後方向に対して直交する段差面１４１が形成されている。ベース壁部１４０の後端は
ゲートセンサ６３ｄの後端と同一となっている。
【００６３】
　ベース壁部１４０の上下方向の両端部には、ゲートセンサ６３ｄを上下方向から挟むよ
うに一対の鉤状部１４２、１４３が一体形成されている。鉤状部１４２、１４３は、ベー
ス壁部１４０から第２アーム部１３２に向けて形成されているとともに、ゲートセンサ６
３ｄの上下面に向けて曲がっている。鉤状部１４２、１４３の先端部分間の距離はゲート
センサ６３ｄの厚さ寸法（検知孔１２２の貫通方向の長さ寸法）と同一に設定されている
。ゲートセンサ６３ｄは鉤状部１４２、１４３の先端部分に挟まれることによって、第１
アーム部１３１に保持されている。換言すれば、ベース壁部１４０及び鉤状部１４２、１
４３によって、ベース壁部１４０を底として第２アーム部１３２側に向けて開放された溝
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１４４が形成されており、当該溝１４４の開放端にゲートセンサ６３ｄが挟まれることに
よってゲートセンサ６３ｄが第１アーム部１３１に保持されているとも言える。溝１４４
は挿通孔１１１を介して第１側面枠部１２１ａに設けられている側面溝部１２３ａと連通
するように形成されている。
【００６４】
　ここで、第１アーム部１３１には、ベース壁部１４０と鉤状部１４２、１４３とによっ
て囲まれた内部空間１４５が形成されている。内部空間１４５は前後方向に延びて形成さ
れている。また、第１アーム部１３１には、内部空間１４５を後方に開放させる差込口１
４６が形成されており、ゲートセンサ６３ｄは差込口１４６及び溝１４４を介して後方か
ら当該内部空間１４５内に入り込むことができるようになっている。なお、ベース壁部１
４０及び第１側面枠部１２１ａの一部によって一連の壁部が形成されており、当該一連の
壁部とゲートセンサ６３ｄとの間が内部空間１４５となることに鑑みれば、一連の壁部の
途中位置からゲートセンサ６３ｄに対して当接する突条１２４が設けられていることによ
って、内部空間１４５が形成されているとも言える。
【００６５】
　次に、第２アーム部１３２について説明する。第２アーム部１３２は、突条１２５を後
方に向けて延ばすようにして形成されており、第２アーム部１３２の後端がゲートセンサ
６３ｄの後端と同一になっている。第２アーム部１３２はゲートセンサ６３ｄが抜けるの
を規制している。
【００６６】
　具体的には、第２アーム部１３２は先端側（後方側）が自由端となっており、第１アー
ム部１３１から離間する方向に向けて弾性変形可能となっている。そして、第２アーム部
１３２の先端部分には、第１アーム部１３１側に向けて突出した爪部１５１が設けられて
いる。爪部１５１は、ゲートセンサ６３ｄが取り付けられている状況、具体的にはゲート
センサ６３ｄの前面が前面枠部１２１ｃの内壁面と当接している状況において当該ゲート
センサ６３ｄの後端面に引っ掛かるように形成されている。
【００６７】
　図９（ｂ）に示すように、枠部１２１において前面枠部１２１ｃと第２側面枠部１２１
ｂとの隅角部には、ゲートセンサ６３ｄの表裏（上下）を規定するコーナ凸部１５２が設
けられており、当該コーナ凸部１５２に対応させて、ゲートセンサ６３ｄには当該ゲート
センサ６３ｄの隅角部を面取りして形成された面取り部１５３が設けられている（図８参
照）。コーナ凸部１５２は、前面枠部１２１ｃ及び第２側面枠部１２１ｂ双方に対して交
差する平坦面１５２ａを備えており、面取り部１５３は、上記平坦面１５２ａと当接する
ように、面取りされている。枠部１２１にゲートセンサ６３ｄが入り込む場合に、コーナ
凸部１５２が面取り部１５３に当て嵌まるようにコーナ凸部１５２及び面取り部１５３の
相対位置は設定されている。
【００６８】
　かかる構成によれば、面取り部１５３とコーナ凸部１５２とが当て嵌まらないように両
者の配置を逆にした状態でゲートセンサ６３ｄを差し込むと、ゲートセンサ６３ｄの前面
がコーナ凸部１５２の端部と当接して、ゲートセンサ６３ｄのそれ以上の移動が規制され
る。この場合、爪部１５１はゲートセンサ６３ｄの後端面に引っ掛からない。
【００６９】
　一方、面取り部１５３がコーナ凸部１５２に当て嵌まるようにゲートセンサ６３ｄを差
し込むと、面取り部１５３が平坦面１５２ａに対して当接するとともに、ゲートセンサ６
３ｄの前面が前面枠部１２１ｃに対して当接する。この場合、爪部１５１がゲートセンサ
６３ｄの後端面に対して引っ掛かる。これにより、ゲートセンサ６３ｄの上下方向が一義
的に規定される。
【００７０】
　センサホルダ９２へのゲートセンサ６３ｄの取り付けについて図１０を用いて説明する
。図１０（ａ）～（ｃ）はセンサホルダ９２へのゲートセンサ６３ｄの取り付けの様子を
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説明するための説明図である。
【００７１】
　先ず、図１０（ａ）に示すように、ゲートセンサ６３ｄを前後方向に対して若干傾斜さ
せ、さらにゲートセンサ６３ｄの面取り部１５３を爪部１５１に合わせながら、ゲートセ
ンサ６３ｄをアーム部１３１、１３２の間に差し込む。これにより、第２アーム部１３２
は第１アーム部１３１から離間する側に向けて弾性変形する。
【００７２】
　この場合、ゲートセンサ６３ｄが入り込み可能な内部空間１４５が設けられているとと
もに、内部空間１４５は差込口１４６を介して後方に開放されているため、当該内部空間
１４５分だけゲートセンサ６３ｄとアーム部１３１、１３２との間には幅方向に遊びが生
じている。これにより、ゲートセンサ６３ｄを内部空間１４５内に入り込んだ状態で（ベ
ース壁部１４０側に偏倚させた状態で）差し込むことによって、ゲートセンサ６３ｄをア
ーム部１３１、１３２の間へ容易に通すことができる。
【００７３】
　アーム部１３１、１３２の間に差し込まれたゲートセンサ６３ｄは、図１０（ｂ）に示
すように、面取り部１５３及びその周縁部が第２アーム部１３２における第１アーム部１
３１側の面に対して摺動しながら挿通孔１１１に誘導される。この場合、ゲートセンサ６
３ｄは、差し込まれるに従って徐々に前後方向に矯正される。
【００７４】
　ここで、コーナ凸部１５２が第２アーム部１３２側に配置されており、それに対応させ
て面取り部１５３が第２アーム部１３２側に配置されるようにゲートセンサ６３ｄを差し
込むため、ゲートセンサ６３ｄの前面側の部分が第２アーム部１３２側に配置される。こ
れにより、ゲートセンサ６３ｄが突条１２４に対して引っ掛かりにくくなっている。
【００７５】
　すなわち、仮に面取り部１５３が設けられていない場合又は面取り部１５３及びコーナ
凸部１５２が第１アーム部１３１側に設けられている場合、ゲートセンサ６３ｄの角部が
第２アーム部１３２の内側の面に対して当接する。この場合、面取り部１５３が設けられ
ている場合と比較して、ゲートセンサ６３ｄの前面側の部分がベース壁部１４０側に配置
されることとなるため、ゲートセンサ６３ｄの前面が段差面１４１（突条１２４の後端面
）と当接し、ゲートセンサ６３ｄの前方への移動が規制されるおそれがある。
【００７６】
　これに対して、本構成によれば、面取り部１５３及びコーナ凸部１５２を第２アーム部
１３２側に設け、面取り部１５３及びその周縁部が第２アーム部１３２に対して摺動する
ようにゲートセンサ６３ｄを前後方向に対して斜めに差し込むことによって、ゲートセン
サ６３ｄの前面部分が段差面１４１に対して引っ掛かることなく、自然に挿通孔１１１に
挿入されることとなる。
【００７７】
　なお、ゲートセンサ６３ｄは溝１４４に沿って挿通孔１１１に向けて差し込まれる。具
体的には、ゲートセンサ６３ｄは鉤状部１４２、１４３の先端部分に対して摺動しながら
挿通孔１１１に向けて案内される。
【００７８】
　その後、図１０（ｃ）に示すように、ゲートセンサ６３ｄは突条１２４、１２５に挟ま
れる位置に誘導される。この場合、コーナ凸部１５２と面取り部１５３とが向き合ってい
る。そして、ゲートセンサ６３ｄをそのまま差し込むことによって、面取り部１５３が平
坦面１５２ａに対して当接し、枠部１２１内にゲートセンサ６３ｄの検知孔１２２の部分
が収容される。この場合、ゲートセンサ６３ｄの後端面が爪部１５１を通過しているため
、爪部１５１が自然状態に復帰し、爪部１５１がゲートセンサ６３ｄの後端面に係止する
（図７（ａ）参照）。これにより、ゲートセンサ６３ｄの後方への移動が規制される。よ
って、センサホルダ９２からゲートセンサ６３ｄの取り外しが規制されることとなり、ゲ
ートセンサ６３ｄとセンサホルダ９２とがユニット化された状態となる。
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【００７９】
　以上のように、ゲートセンサ６３ｄを傾斜させた状態で差し込むことによって自然と挿
通孔１１１を通過して突条１２４、１２５との間に誘導され、ゲートセンサ６３ｄがセン
サホルダ９２に取り付けられる。これにより、センサホルダ９２へのゲートセンサ６３ｄ
の取り付け作業を容易に行うことができる。
【００８０】
　次に、配線９１について説明すると、配線９１の一端にはセンサ側コネクタ１６１が設
けられているとともに、他端には基板側コネクタ１６２が設けられている。センサ側コネ
クタ１６１は、図８に示すように、ゲートセンサ６３ｄの後端面に抜け止めされた状態で
差し込まれている。これにより、配線９１はゲートセンサ６３ｄとユニット化されている
。スルーゲート３９が遊技盤３３に取り付けられる際に、配線９１は貫通孔８１を通過し
て遊技盤３３の裏面側に導出されるようになっている。
【００８１】
　基板側コネクタ１６２は中継基板６４に設けられた対応するコネクタ受けに差し込まれ
る。これにより、配線９１を介してゲートセンサ６３ｄと中継基板６４とが電気的に接続
されることとなり、ゲートセンサ６３ｄと主制御装置６５ｂとが電気的に接続される。そ
して、主制御装置６５ｂは、ゲートセンサ６３ｄにより検知された信号に基づいて、内部
抽選の実行等の各種処理を実行する。
【００８２】
　ここで、スルーゲート３９を遊技盤３３に取り付ける場合に、配線９１が貫通孔８１の
内壁と干渉し、配線９１が貫通孔８１を通過しにくい場合がある。このため、スルーゲー
ト３９の取り付け作業の作業性の低下が懸念される。
【００８３】
　これに対して、第１アーム部１３１は、配線９１を着脱可能な状態で保持することがで
きるように形成されている。第１アーム部１３１による配線９１の保持について、図１１
及び図１２を用いて説明する。図１１は図７（ａ）のＣ－Ｃ線断面図であって、配線９１
の一部が挿入された場合を説明するための説明図、図１２は、第１アーム部１３１に配線
９１の一部が保持されている場合のスルーゲート３９の側面図である。
【００８４】
　図１１に示すように、溝１４４にはゲートセンサ６３ｄが嵌め込まれている。これによ
り、溝１４４はゲートセンサ６３ｄによって塞がれており、内部空間１４５は、ベース壁
部１４０、鉤状部１４２、１４３及びゲートセンサ６３ｄによって形成されている。換言
すれば、ゲートセンサ６３ｄが内部空間１４５の区画形成する壁部の一部を形成している
。内部空間１４５は差込口１４６を介して後方に開放しており（図９（ａ）参照）、当該
差込口１４６から前方に向けて配線９１を差し込むことが可能となっている。
【００８５】
　内部空間１４５は上下方向に細長く形成されており、両端側へ向かうほど狭くなるよう
に形成されている。詳細には、ベース壁部１４０は外側に向けて凸となる略円弧状に形成
されているとともに、鉤状部１４２、１４３の内側には互いに向き合う方向に向けて凸と
なる湾曲面１４２ａ、１４３ａが形成されている。湾曲面１４２ａ、１４３ａは、配線９
１の曲率に対応させて形成されている。より詳細には湾曲面１４２ａ、１４３ａは配線９
１の曲率と同一又はそれよりも若干大きくなるように形成されている。これにより、差込
口１４６は中央部分から長手方向に両端に向かって狭くなるようになっている。
【００８６】
　かかる構成によれば、配線９１を曲げることによって形成された曲がり部１７１を、差
込口１４６を介して内部空間１４５内に差し込むと、図１２に示すように、曲がり部１７
１が枠部１２１の突条１２４と当接し、それ以上の差し込みが規制される。この場合、曲
がり部１７１は復帰力によりゲートセンサ６３ｄの側面及びベース壁部１４０の内壁部に
沿って広がり、湾曲面１４２ａ、１４３ａに案内される。そして、配線９１は湾曲面１４
２ａ、１４３ａに沿って湾曲面１４２ａ、１４３ａの頂点付近に案内され、当該位置にて
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内部空間１４５を規定する各部（ベース壁部１４０、ゲートセンサ６３ｄ、鉤状部１４２
、１４３）と当接する。当該当接によって、配線９１が保持される。
【００８７】
　特に、湾曲面１４２ａ、１４３ａの曲率は配線９１の径と略同一に設定されているため
、配線９１のうち湾曲面１４２ａと当接している部位は当該湾曲面１４２ａによって挟ま
れるとともに、配線９１のうち湾曲面１４３ａと当接している部位は当該湾曲面１４３ａ
によって挟まれる。これにより、内部空間１４５内における配線９１の位置ずれが規制さ
れる。
【００８８】
　なお、上下方向において湾曲面１４２ａ、１４３ａの頂点から鉤状部１４２、１４３の
先端部分までの距離は配線９１の直径よりも大きくなるように設定されている。これによ
り、仮に鉤状部１４２、１４３は仮にゲートセンサ６３ｄによって溝１４４が塞がれてい
ない状況であっても、配線９１の一本を保持することができる。
【００８９】
　ここで、図１２に示すように、内部空間１４５は遊技盤３３の前後方向に沿って形成さ
れているため、配線９１の一部も前後方向に沿って保持される。この場合、配線９１は内
部空間１４５から後方に向けて延びた状態で保持される。また、配線９１の途中箇所であ
る曲がり部１７１が差し込まれているため、配線９１は１往復半に畳まれた状態で保持さ
れる。これにより、配線９１は垂れ下がりにくい状態で保持されることとなる。
【００９０】
　一方、基板側コネクタ１６２を掴んで、配線９１を引っ張ることによって配線９１は引
き出され、第１アーム部１３１による保持は解除される。すなわち、配線９１は着脱可能
な状態で第１アーム部１３１に保持されているといえる。
【００９１】
　なお、突条１２４によってゲートセンサ６３ｄのベース壁部１４０側への移動が規制さ
れていることに鑑みれば、突条１２４によって、配線９１が入り込み可能な内部空間１４
５が確保されているとも言える。
【００９２】
　次に、遊技盤３３に対するスルーゲート３９の取り付けを含めた遊技盤３３の製造手順
について図１３を用いて説明する。図１３は遊技盤３３へのスルーゲート３９の取り付け
を説明するための説明図である。
【００９３】
　先ず、遊技盤３３の表面側の取り付け作業を行う。具体的には、釘４２や各種装飾等を
取り付ける。当該取り付けの際にスルーゲート３９の取り付けを行う。
【００９４】
　具体的には、先ず配線９１が邪魔にならないように第１アーム部１３１の内部空間１４
５内に配線９１を収容する。詳細には、ゲートセンサ６３ｄに接続された配線９１を細長
いループ状に束ねておき、基板側コネクタ１６２がその先端部分に配置されるようにする
。この場合、曲がり部１７１が形成される。そして、曲がり部１７１を差込口１４６の長
手方向に合わせて、後方から突条１２４と当接する位置まで差し込む。これにより、図１
３（ａ）に示すように、配線９１は後方、すなわち貫通孔８１への挿入方向に沿った向き
に保持される。この状態において、基板側コネクタ１６２は第１アーム部１３１から後方
に引き出された先端側に配置されている。
【００９５】
　かかる状態のスルーゲート３９を遊技盤３３に取り付ける。具体的には、図１３（ａ）
に示すように、突起用穴１０５に突起１０４が入り込むように位置合わせを行いながら、
前面側からスルーゲート３９を遊技盤３３の貫通孔８１に挿入する。
【００９６】
　ここで、図１３（ａ）に示すように、配線９１の貫通孔８１への挿入方向に沿った方向
に保持されているため、スルーゲート３９を遊技盤３３の表面側より貫通孔８１に差し込
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んでやれば、配線９１は貫通孔８１に干渉することなく差し込まれる。
【００９７】
　その後、図１３（ｂ）に示すように、ベース部１０１が遊技盤３３の表面に当接する。
当該当接した位置にてネジ固定を行うことによって、スルーゲート３９はその一部が貫通
孔８１に嵌め込まれた状態で遊技盤３３に固定される。なお、スルーゲート３９が取り付
けられることに着目すれば、配線９１が貫通孔８１に挿入される挿入方向はスルーゲート
３９の取り付け方向ともいえる。
【００９８】
　その後、遊技盤３３の裏面側において、図柄表示装置４３及び中継基板６４等の各種遊
技装置の取り付けを行う。この場合、スルーゲート３９の配線９１は保持された状態を維
持しているため、当該取り付けの邪魔になりにくい。これにより、図柄表示装置４３等の
取り付け作業の作業性の低下が抑制されている。
【００９９】
　特に、配線９１が保持される第１アーム部１３１は図柄表示装置４３が配置される中央
側とは反対側の端寄り、すなわち内レール部３４ａ側に配置されている。これにより、第
１アーム部１３１が図柄表示装置４３側に配置されている場合と比較して、図柄表示装置
４３の取り付け作業において配線９１が邪魔になりにくくなっている。
【０１００】
　取り付け作業の終了後、配線の接続作業を行う。具体的には、遊技盤３３の裏面側から
配線のコネクタを対応するコネクタ受けに接続する。特に、スルーゲート３９の配線９１
の接続作業においては、遊技盤３３の裏面側に導出された配線９１の基板側コネクタ１６
２を引っ張る。これにより、配線９１の保持が解除される。そして、基板側コネクタ１６
２を中継基板６４の対応するコネクタ受けに差し込む。これにより、配線９１及び中継基
板６４を介してゲートセンサ６３ｄと主制御装置６５ｂとが電気的に接続される。
【０１０１】
　次に、パチンコ機１０の電気的構成について、図１４のブロック図に基づいて説明する
。図１４では、電力の供給ラインを二重線矢印で示し、信号ラインを実線矢印で示す。
【０１０２】
　主制御装置６５ｂに設けられた主制御基板２０１には、主制御回路２０２と停電監視回
路２０３とが内蔵されている。主制御回路２０２には、ＣＰＵチップ２０４が搭載されて
いる。ＣＰＵチップ２０４には、当該ＣＰＵチップ２０４により実行される各種の制御プ
ログラムや固定値データを記憶したＲＯＭ２０５と、そのＲＯＭ２０５内に記憶される制
御プログラムの実行に際して各種のデータ等を一時的に記憶するためのメモリであるＲＡ
Ｍ２０６と、割込回路やタイマ回路、データ入出力回路などの各種回路が内蔵されている
。
【０１０３】
　ＣＰＵチップ２０４には、入力ポート及び出力ポートがそれぞれ設けられている。ＣＰ
Ｕチップ２０４の入力側には、主制御基板２０１に設けられた停電監視回路２０３、払出
制御装置８２に設けられた払出制御基板２１１及びその他図示しないスイッチ群などが接
続されている。この場合に、停電監視回路２０３には電源及び発射制御装置８３に設けら
れた電源及び発射制御基板２１５が接続されており、ＣＰＵチップ２０４には停電監視回
路２０３を介して電力が供給される。
【０１０４】
　一方、ＣＰＵチップ２０４の出力側には、停電監視回路２０３、払出制御基板２１１及
び中継端子板２１９が接続されている。払出制御基板２１１には、賞球コマンドなどとい
った各種コマンドが出力される。中継端子板２１９を介して主制御回路２０２から音声ラ
ンプ制御装置６６ａに設けられた音声ランプ制御基板２２１に対して各種コマンドなどが
出力される。
【０１０５】
　停電監視回路２０３は、主制御回路２０２と電源及び発射制御基板２１５とを中継し、
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また電源及び発射制御基板２１５から出力される最大電圧である直流安定２４ボルトの電
圧を監視する。
【０１０６】
　払出制御基板２１１は、払出装置７８により賞球や貸し球の払出制御を行うものである
。演算装置であるＣＰＵ２１２は、そのＣＰＵ２１２により実行される制御プログラムや
固定値データ等を記憶したＲＯＭ２１３と、ワークメモリ等として使用されるＲＡＭ２１
４とを備えている。
【０１０７】
　払出制御基板２１１のＣＰＵ２１２には、入出力ポートが設けられている。ＣＰＵ２１
２の入力側には、主制御回路２０２、電源及び発射制御基板２１５、及び裏パック基板が
接続されている。また、ＣＰＵ２１２の出力側には、主制御回路２０２及び裏パック基板
が接続されている。
【０１０８】
　電源及び発射制御基板２１５は、電源部２１６と発射制御部２１７とを備えている。電
源部２１６は、例えば、遊技場等における商用電源（外部電源）に接続されている。そし
て、その商用電源から供給される外部電力に基づいて主制御回路２０２や払出制御基板２
１１等に対して各々に必要な動作電力を生成するとともに、その生成した動作電力を二重
線矢印で示す経路を通じて主制御回路２０２や払出制御基板２１１等に対して供給する。
発射制御部２１７は、遊技球発射機構３５の発射制御を担うものであり、遊技球発射機構
３５は所定の発射条件が整っている場合に駆動される。
【０１０９】
　音声ランプ制御基板２２１は、表示制御装置２２５を制御するものである。演算装置で
あるＣＰＵ２２２は、そのＣＰＵ２２２により実行される制御プログラムや固定値データ
等を記憶したＲＯＭ２２３と、ワークメモリ等として使用されるＲＡＭ２２４とを備えて
いる。
【０１１０】
　音声ランプ制御基板２２１のＣＰＵ２２２には入出力ポートが設けられている。ＣＰＵ
２２２の入力側には中継端子板２１９に中継されて主制御回路２０２が接続されており、
主制御回路２０２から出力される各種コマンドに基づいて、表示制御装置２２５を制御す
る。表示制御装置２２５は、音声ランプ制御基板２２１から入力する表示コマンドに基づ
いて図柄表示装置４３を制御する。
【０１１１】
　以上詳述した本実施形態によれば以下の優れた効果を奏する。
【０１１２】
　センサホルダ９２とゲートセンサ６３ｄとの間に配線９１を収容可能な内部空間１４５
を形成する第１アーム部１３１を設けた。これにより、配線９１を第１アーム部１３１に
保持させることによって、配線９１が垂れ下がりにくい。よって、配線９１が貫通孔８１
を通過し易いため、スルーゲート３９の取り付け作業を容易に行うことができる。
【０１１３】
　また、ベース壁部１４０と第１側面枠部１２１ａとからなる一連の壁部の途中位置から
ゲートセンサ６３ｄと当接する突条１２４を設けた。これにより、内部空間１４５を確保
した状態でのゲートセンサ６３ｄの位置決めを行うことが可能となる。
【０１１４】
　また、内部空間１４５内への曲がり部１７１を差し込むと、曲がり部１７１が突条１２
４と当接し、当該当接によってそれ以上の差し込みが規制される。すなわち、配線９１の
差込量は突条１２４によって規制されている。これにより、配線９１が過度に差し込まれ
、配線９１が抜けにくくなるという不都合を回避することができる。
【０１１５】
　すなわち、配線９１の形状の安定性に着目した場合、配線９１の差込量は大きいほうが
好ましい。しかしながら、差込量が大きくなると、配線９１の保持を解除しにくいという
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不都合が生じる。
【０１１６】
　これに対して、本実施形態によれば、突条１２４の位置によって差込量を調整すること
ができるため、配線９１の保持を解除し易い範囲内で配線９１の形状が安定する差込量に
設定することができる。
【０１１７】
　ゲートセンサ６３ｄの上下を規定する規定部として、枠部１２１の第２アーム部１３２
側にコーナ凸部１５２を設け、ゲートセンサ６３ｄに面取り部１５３を設けた。これによ
り、面取り部１５３がコーナ凸部１５２に突き合うようにゲートセンサ６３ｄを枠部１２
１内に挿入することによって、爪部１５１がゲートセンサ６３ｄに対して引っ掛かり、ゲ
ートセンサ６３ｄの抜け落ちが規制される。
【０１１８】
　ここで、面取り部１５３及びコーナ凸部１５２を第２アーム部１３２側に設けたことに
よって、ゲートセンサ６３ｄを第１アーム部１３１及び第２アーム部１３２の間を通過す
る際に、ゲートセンサ６３ｄの前面側の部位が段差面１４１（突条１２４の後端面）に対
して引っ掛かりにくくなる。これにより、ゲートセンサ６３ｄを挿通孔１１１に容易に通
すことができる。
【０１１９】
　すなわち、突条１２４を設けたことによって、配線９１が収容可能な内部空間１４５を
確保した状態でのゲートセンサ６３ｄの位置決めを行うことができるとともに、配線９１
の差込量を規制することができる一方、段差面１４１が形成される。このため、ゲートセ
ンサ６３ｄを挿通孔１１１に通す際に、ゲートセンサ６３ｄの前面が段差面１４１に対し
て引っ掛かり、センサホルダ９２へのゲートセンサ６３ｄの取り付け作業の作業性の低下
が懸念される。
【０１２０】
　これに対して、本構成によれば、面取り部１５３が第２アーム部１３２側に配置されて
いる。これにより、ゲートセンサ６３ｄを挿入した場合に、面取り部１５３が第１アーム
部１３１側に配置されている構成と比較して、ゲートセンサ６３ｄの前面が第２アーム部
１３２側に偏倚している。よって、ゲートセンサ６３ｄの前面が段差面１４１に対して引
っ掛かりにくいため、作業性の低下を回避することができる。したがって、突条１２４を
設けたことによって生じ得る不都合を回避することができる。
【０１２１】
　また、スルーゲート３９は遊技領域Ｚにおいて一般入賞口３６及び作動口３８等よりも
上流側に配置されているため、配線９１が垂れ下がった場合に、これらの取り付け作業の
際に邪魔になり易い。これに対して、配線９１を保持することによって、上記一般入賞口
３６等の取り付け作業を容易に行うことができる。
【０１２２】
　内部空間１４５は後方に向けて開放されているとともに、当該内部空間１４５内にゲー
トセンサ６３ｄが入り込み可能となるように溝１４４を設けた。これにより、ゲートセン
サ６３ｄの一部が内部空間１４５内に入り込むように第１アーム部１３１側に偏倚させる
ことによって、ゲートセンサ６３ｄを第１アーム部１３１と第２アーム部１３２との間に
通す作業を容易に行うことができる。
【０１２３】
　爪部１５１を有する第２アーム部１３２と対向する位置であって、第１側面枠部１２１
ａの後方への延長上のスペースに配線９１を収容可能な第１アーム部１３１を設けた。こ
れにより、センサホルダ９２全体として見た場合に第１アーム部１３１を設けることによ
って生じる出っ張りが小さくなっている。すなわち、ゲートセンサ６３ｄに対して遊技盤
３３の盤面に沿った方向への第１アーム部１３１の出っ張り寸法は、第１側面枠部１２１
ａの出っ張り寸法と略同一となっている。つまり、遊技盤３３の盤面に沿った平面におい
て、第１アーム部１３１は第１側面枠部１２１ａよりも張り出していない。そして、第１
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アーム部１３１の後端は第２アーム部１３２の爪部１５１の後端面と同一となっている。
これにより、センサホルダ９２が全体としてコンパクトになっている。よって、第１アー
ム部１３１を設けたことによって生じ得るセンサホルダ９２の大型化を抑制し得る。
【０１２４】
　＜その他の実施形態＞
　なお、上述した実施形態の記載内容に限定されず、例えば次のように実施してもよい。
ちなみに、以下の各構成を単独で上記実施形態の構成に適用してもよく、所定の組み合わ
せで上記実施形態の構成に適用してもよい。また、以下の各構成を、その構成の適用対象
として例示していない実施形態に適用してもよい。
【０１２５】
　（１）上記実施形態では、第１アーム部１３１が単体で配線９１を保持可能に形成され
ていたが、これに限られず、例えば第１アーム部３０１とゲートセンサ６３ｄとによって
配線９１を保持可能となるようになっていてもよい。当該変形例について図１５（ａ）を
用いて説明する。図１５（ａ）は、第１アーム部３０１及びその周辺を示す説明図である
。
【０１２６】
　第１アーム部３０１はゲートセンサ６３ｄの側面から離間させて対向配置されたベース
壁部３０２と、当該ベース壁部３０２からゲートセンサ６３ｄ側に向けて形成され、上下
方向に対向配置された一対の対向壁部３０３、３０４とを備えている。そして、対向壁部
３０３、３０４とゲートセンサ６３ｄの一側面とが突き合わされて内部空間３０５が形成
されている。これにより、配線９１の保持機能を確保しつつ、第１アーム部３０１の小型
化を図ることができる。
【０１２７】
　すなわち、第１アーム部３０１がゲートセンサ６３ｄを挟む構成の場合、第１アーム部
３０１における上下方向の長さ寸法はゲートセンサ６３ｄの長さ寸法よりも大きくなる。
これに対して、突き合わされて内部空間１４５が形成される構成においては、第１アーム
部３０１の上下方向の長さ寸法は対応するゲートセンサ６３ｄの長さ寸法と同一に設定す
ることができるため、第１アーム部３０１の小型化を図ることができる。
【０１２８】
　但し、かかる構成の場合、ゲートセンサ６３ｄは第１アーム部３０１によって挟まれず
、さらに内部空間３０５及びそれに対応する差込口が小さくなるため、ゲートセンサ６３
ｄの保持及び配線９１の挿入容易性の観点に着目すれば、上記実施形態の方が優れている
。
【０１２９】
　（２）上記実施形態では、第１アーム部１３１においてゲートセンサ６３ｄ側に内部空
間１４５が形成されるように構成されていたが、これに限られず、例えば図１５（ｂ）に
示すように、第１アーム部４０１においてゲートセンサ６３ｄ側とは反対側に内部空間４
０２が形成されるように構成されていてもよい。具体的には、ゲートセンサ６３ｄと当接
するようにベース壁部４０３を設け、ゲートセンサ６３ｄを挟み込むように当該ベース壁
部４０３からゲートセンサ６３ｄ側に向けて一対の対向壁部４０４、４０５を設ける。そ
して、ベース壁部４０３からゲートセンサ６３ｄとは反対側に枠部４０６を設ける。この
場合、ゲートセンサ６３ｄを好適に保持しつつ、配線９１を保持することが可能となる。
但し、第１アーム部４０１の小型化及びセンサホルダ９２へのゲートセンサ６３ｄの取り
付け容易性の観点に着目すれば、上記実施形態の方が優れている。
【０１３０】
　（３）上記実施形態では、突条１２４を設けたが、これに限られず、突条１２４を設け
ない構成としてもよい。この場合、配線９１を枠部１２１の前面側の端部まで差し込むこ
とが可能となるため、配線９１の形状が安定する。但し、配線９１の保持の解除が困難に
なる点及びゲートセンサ６３ｄの位置ずれが生じ得る点に着目すれば、突条１２４を設け
る方がよい。
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【０１３１】
　（４）上記実施形態では、内部空間１４５は両端側へ向かうにつれて徐々に狭くなるよ
うに細長く形成されていたが、これに限られず、例えば同一の幅寸法となるように設定し
てもよい。但し、配線９１の挿入し易さ及び配線９１の形状の安定性に着目すれば、徐々
に狭くなる構成のほうが優れている。
【０１３２】
　（５）内部空間１４５が前方に向かうにつれて広くなるように第１アーム部１３１を形
成してもよい。これにより、配線９１が抜けにくくなるため、第１アーム部１３１による
配線９１の保持力を高めることができる。但し、第１アーム部１３１による配線９１の保
持の解除し易さに着目すれば、上記実施形態の方が優れている。
【０１３３】
　（６）上記実施形態では、第１アーム部１３１はゲートセンサ６３ｄの一側面に対応さ
せて形成されていたが、これに限られず、例えば上面側又は下面側に形成されている構成
としてもよい。
【０１３４】
　（７）上記実施形態では、差込口１４６を介して内部空間１４５内に配線９１を差し込
むことによって配線９１が保持される構成としたが、これに限られず、例えば第１アーム
部１３１に配線９１を引っ掛けることが可能な引っ掛け部を設け、当該引っ掛け部に配線
９１を引っ掛けることによって配線９１を保持する構成としてもよい。
【０１３５】
　（８）上記実施形態では、配線９１が２本であったが、これに限られず、３本以上の複
数の配線９１が束ねられたハーネスに適用してもよい。この場合、内部空間１４５は複数
の配線が収容可能な大きさに形成されているとともに、差込口１４６も複数の配線が挿入
可能に形成されている必要がある。
【０１３６】
　（９）上記実施形態では、配線９１を曲げることによって形成された曲がり部１７１が
内部空間１４５内に挿入されることによって配線９１を保持する構成としたが、これに限
られず、例えば基板側コネクタ１６２が挿入されることによって配線９１を保持する構成
としてもよい。但し、曲がり部１７１を挿入する構成のほうが、保持された状態における
配線９１の形状が安定しているため、配線９１の形状の安定性に着目すれば、曲がり部１
７１を挿入する構成のほうが優れている。
【０１３７】
　また、上記実施形態では、曲がり部１７１が２つ形成されており、一方の曲がり部１７
１が収容されており、他方の曲がり部１７１が露出しているが、他方の曲がり部１７１が
収容できるように第１アーム部１３１を形成してもよい。これにより、曲がり部１７１に
何らかのものが引っ掛かることによって生じ得る作業性の低下を抑制することができる。
【０１３８】
　（１０）上記実施形態では、スルーゲート３９について、当該スルーゲート３９のゲー
トセンサ６３ｄの配線９１を保持する構成を設けたが、これに限られず、例えば一般入賞
口３６の入賞を検知する入賞口センサ６３ａの配線を保持する構成を設けてもよい。要は
、配線を貫通孔に通す必要がある他の遊技機器に対して本発明を適用することができる。
【０１３９】
　（１１）上記実施形態では、内部空間１４５は図柄表示装置４３とは反対側に配置され
ていたが、これに限られず、例えばセンサホルダ９２のうち配線９１の接続先の部位に対
して近い側に配置されてもよい。これにより、仮保持されている配線９１が接続先側に配
置されることとなるため、配線９１の接続先を把握し易い。よって、配線９１の接続作業
を好適に行うことができる。
【０１４０】
　（１２）上記実施形態では、内部空間１４５に曲がり部１７１を挿入することにより配
線９１は後方に向けて延びるように保持されるが、これに限られず、例えば遊技盤３３の
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前後方向に交差する方向に向けて延びるように保持される構成としてもよい。この場合、
配線９１が接続先寄りとなるように当該配線９１の延びる向きを規定するガイド手段を設
けるとよい。これにより、配線９１の接続先を把握し易いため、配線９１の仮保持を解除
して配線９１の接続作業を行う場合に、当該接続作業を好適に行うことができる。但し、
配線９１が貫通孔８１の通過し易さが確保されるように、遊技盤３３の前後方向に対する
配線９１の延びる方向の傾きは、配線９１が貫通孔８１を通過し易い特定範囲内に設定さ
れているとよい。
【０１４１】
　また、ガイド手段としては、例えば内部空間１４５を遊技盤３３の前後方向に交差する
方向に沿うように形成するとよい。内部空間１４５から引き出されている配線９１の向き
がゲートセンサ６３ｄから引き出されている配線９１の向きと異なるように設定されてい
るとよい。
【０１４２】
　（１３）複数の遊技機器に配線を保持する構成（第１アーム部）を設けてもよい。この
場合、遊技機器毎に第１アーム部の形状を変えてもよい。これにより、第１アーム部の形
状が識別性を有することとなるため、例えば第１アーム部の形状に対応付けて接続先のコ
ネクタを把握可能となるようにすることによって、配線の接続ミスを低減することができ
る。よって、配線の接続作業を好適に行うことができる。
【０１４３】
　（１４）上記各実施形態とは異なる他のタイプのパチンコ機等、例えば特別装置の特定
領域に遊技球が入ると電動役物が所定回数開放するパチンコ機や、特別装置の特定領域に
遊技球が入ると権利が発生して大当たりとなるパチンコ機、他の役物を備えたパチンコ機
、アレンジボール機、雀球等の遊技機にも本発明を適用できる。
【０１４４】
　＜上記実施形態から抽出される発明群について＞
　以下、上述した実施形態から抽出される発明群の特徴について、必要に応じて効果等を
示しつつ説明する。なお以下においては、理解の容易のため、上記実施形態において対応
する構成を括弧書き等で適宜示すが、この括弧書き等で示した具体的構成に限定されるも
のではない。
【０１４５】
　特徴１．所定の取付部に取り付けられる遊技機器（スルーゲート３９）と、
　前記遊技機器に接続されている配線（配線９１）と、
　前記遊技機器に設けられ、前記配線において前記遊技機器との接続部位以外の一部を着
脱可能に保持する保持部（第１アーム部１３１）と、
を備えていることを特徴とする遊技機。
【０１４６】
　特徴１によれば、配線において遊技機器と接続されている接続部位以外の一部（以降、
単に配線の一部ともいう）を保持部に保持しておくことによって、配線の全体長さを短く
することができる。これにより、配線が垂れ下がりにくくなるため、遊技機器が取付部に
取り付けられる場合に配線が邪魔になりにくい。よって、遊技機器の取り付け作業を好適
に行うことができる。また、配線は保持部に着脱可能な状態で保持されているため、取り
付け作業が完了した場合には、配線の保持を解除することによって、配線の接続作業を好
適に行うことができる。
【０１４７】
　特徴２．所定の取付部に対して所定の取り付け方向から取り付けられる遊技機器（スル
ーゲート３９）と、
　前記遊技機器に接続され、前記取付部に設けられた貫通孔を介して前記遊技機器が取り
付けられた側とは反対側に導出される配線（配線９１）と、
　前記遊技機器に設けられ、前記配線において前記遊技機器の接続部位以外の一部を着脱
可能に保持する保持部（第１アーム部１３１）と、
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を備えていることを特徴とする遊技機。
【０１４８】
　特徴２によれば、遊技機器が所定の取り付け方向から取り付けられているとともに、遊
技機器に接続された配線は貫通孔を通じて遊技機器の取り付け側とは反対側に導出される
。ここで、遊技機器が取付部に取り付けられる場合、配線が貫通孔を形成する内壁と干渉
する等して配線が邪魔になる場合がある。
【０１４９】
　これに対して、本特徴によれば、配線の一部を保持部に保持しておくことによって、配
線の全体長さを短くすることができる。これにより、配線が垂れ下がりにくくなるため、
配線が貫通孔を通過しやすくなる。よって、配線の一部を保持部に保持した状態で遊技機
器を取り付けることによって、配線が邪魔になりにくい。したがって、遊技機器の取り付
け作業を好適に行うことができる。
【０１５０】
　また、配線は着脱可能な状態で保持されているため、取り付け作業が完了した場合には
、配線の保持を解除することによって、配線の接続作業を好適に行うことができる。
【０１５１】
　特徴３．前記配線は、当該配線の前記貫通孔への挿通方向を向くように前記遊技機器に
接続されており、
　前記保持部は、前記配線の一部を前記挿通方向に沿う向きに保持可能に形成されている
ことを特徴とする特徴２に記載の遊技機。
【０１５２】
　特徴３によれば、配線が挿通方向に沿って延びた状態で保持され易くなり、配線が貫通
孔を通過し易くなる。
【０１５３】
　特徴４．前記保持部は、前記配線の一部を差込可能な差込口（差込口１４６）を有する
とともに当該差込口から差し込まれた配線を収容する収容領域（内部空間１４５）を区画
形成する収容部（第１アーム部１３１）であり、
　前記差込口は、前記配線の所定の途中位置を曲げることによって形成される曲がり部（
曲がり部１７１）が差込可能な大きさに形成されており、
　前記収容部は、前記曲がり部を収容可能に形成されていることを特徴とする特徴２又は
特徴３に記載の遊技機。
【０１５４】
　特徴４によれば、配線を曲げる（弾性変形させる）ことによって形成された曲がり部を
差込口を介して収容部に差し込むと、曲がり部は自然状態への復帰力により収容部の内壁
と当接し、配線が保持される。当該保持は、差込口より配線を引き出すことによって、解
除することができる。よって、着脱可能な状態での配線の一部の保持を容易に行うことが
できる。
【０１５５】
　この場合、配線の途中位置である曲がり部が保持されることにより、配線の先端を保持
する構成と比較して、形状が安定する。よって、配線の保持の安定性を高めることができ
る。
【０１５６】
　なお、特徴３との関係によれば、「前記差込口は前記挿通方向に開口しており、前記収
容部は前記挿通方向に延びるように形成されている」とよい。
【０１５７】
　特徴５．前記遊技機器は、
　前記配線が接続されている電子部品（ゲートセンサ６３ｄ）と、
　当該電子部品を保持する部品ホルダ（センサホルダ９２）と、
を備え、
　前記収容領域は、前記電子部品と前記部品ホルダとの間に形成された隙間であることを
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特徴とする特徴４に記載の遊技機。
【０１５８】
　特徴５によれば、部品ホルダ及び電子部品により収容部が形成されている。この場合、
電子部品が収容部の一部を構成しているため、部品ホルダのみで収容部を形成する構成と
比較して、収容部を形成するのに要するスペースを小さくすることができる。これにより
、遊技機器の小型化を図ることができる。
【０１５９】
　特徴６．前記遊技機器は、
　前記配線が接続されている電子部品（ゲートセンサ６３ｄ）と、
　前記収容部を有するとともに、当該電子部品を保持する部品ホルダ（センサホルダ９２
）と、
を備えていることを特徴とする特徴４に記載の遊技機。
【０１６０】
　特徴６によれば、部品ホルダに保持部が設けられている。これにより、保持部を設ける
ために電子部品の設計変更をする必要がないため、既存の電子部品を用いて保持部を設け
ることができる。
【０１６１】
　特徴７．前記配線は前記電子部品の前記取り付け方向の先側の端部に接続されており、
　前記部品ホルダは、前記電子部品の一部が入り込み可能となるように形成された枠部（
枠部１２１）を備え、
　前記枠部は、
　前記電子部品に対して前記取り付け方向の元側に配置され、前記電子部品と当接するこ
とによって、前記取り付け方向とは反対方向への前記電子部品の移動を規制する当接部（
前面枠部１２１ｃ）と、
　当該当接部から前記取り付け方向の先側に延びるように形成され、前記電子部品を挟ん
で対向配置された一対の対向部（第１側面枠部１２１ａ、第２側面枠部１２１ｂ）と、
を有し、
　前記枠部は、前記当接部が前記電子部品と当接し、さらに前記一対の対向部が前記電子
部品を挟むことによって、前記部品ホルダに対する前記電子部品の相対位置を規定した状
態で当該電子部品を保持するものであり、
　前記一対の対向部のうち一方の対向部（第２側面枠部１２１ｂ）から前記当接部側とは
反対側への延長上に、前記当接部と協働して前記電子部品を挟み込むことで、前記取り付
け方向の前記電子部品の移動を規制する規制部（第２アーム部１３２）を設け、
　前記一方の対向部に対して対向する位置であって、他方の対向部（第１側面枠部１２１
ａ）から前記当接部側とは反対側への延長上に、前記収容部を設けたことを特徴とする特
徴５又は特徴６に記載の遊技機。
【０１６２】
　特徴７によれば、電子部品を枠部に入り込むように移動させることによって、部品ホル
ダに対する電子部品の相対位置が規定された状態で電子部品が保持される。この場合、当
接部と規制部とによって電子部品が挟まれ、電子部品の枠部への入り込み方向とは反対方
向の取り外し方向への移動が規制部によって規制される。これにより、部品ホルダからの
電子部品の抜け落ちが抑制される。
【０１６３】
　ここで、規制部と対向する位置であって、他方の対向部の取り付け方向への延長上のス
ペースに収容部が設けられているため、収容部が他の部位に設けられる構成と比較して、
部品ホルダ全体として見た場合に収容部を設けたことによって生じる出っ張りが小さくな
っている。これにより、部品ホルダが全体としてコンパクトになっている。よって、収容
部を形成することによって生じ得る部品ホルダの大型化を抑制し得る。
【０１６４】
　なお、「前記部品ホルダは前記取付部に固定されるベース部を備え、前記遊技機器は、
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前記ベース部が前記取付部に固定されることによって取り付けられるものであり、前記ベ
ース部は前記取付部に固定される状況において前記貫通孔を塞ぐように形成されており、
前記枠部、前記規制部及び前記収容部は前記ベース部に設けられている」とよい。かかる
構成によれば、ベース部を取付部に固定させることによって枠部及び規制部によって保持
されている電子部品が予め定められた位置に取り付けられる。
【０１６５】
　特徴８．遊技球が流下する流下領域（遊技領域Ｚ）が前面側に形成された遊技盤（遊技
盤３３）を備え、
　前記遊技盤に前記取付部が設けられており、
　前記貫通孔は前記遊技盤の前後方向に貫通するものであり、
　前記配線は、前記貫通孔を通じて前記遊技盤の前面側から後面側に導出させるものであ
り、
　前記電子部品には、遊技球が通過可能な大きさであって前記遊技盤の上下方向に貫通し
た検知孔（検知孔１２２）が設けられ、
　前記電子部品は、前記検知孔を通過する遊技球を検知するものであり、
　前記部品ホルダは、前記電子部品の一部が入り込み可能となるように後方に開放された
枠部（枠部１２１）を備え、
　前記枠部は、
　前記電子部品に対して前方側に配置され、前記電子部品と当接することによって、前方
への前記電子部品の移動を規制する当接部（前面枠部１２１ｃ）と、
　当該当接部から後方に延びるように形成され、前記電子部品を挟んで前記遊技盤の幅方
向に対向配置される一対の対向部（第１側面枠部１２１ａ、第２側面枠部１２１ｂ）と、
を有し、
　前記枠部は、前記当接部が前記電子部品と当接し、さらに前記一対の対向部が前記電子
部品を挟むことによって、前記部品ホルダに対する前記電子部品の相対位置を規定した状
態で当該電子部品を保持するものであり、
　前記一対の対向部のうち一方の対向部（第２側面枠部１２１ｂ）の後方への延長上に、
前記枠部により保持された電子部品の後方への移動を規制する規制部（第２アーム部１３
２）を設け、
　前記一方の対向部に対して対向する位置であって、他方の対向部（第１側面枠部１２１
ａ）の後方への延長上に、前記収容部を設けたことを特徴とする特徴５又は特徴６に記載
の遊技機。
【０１６６】
　特徴８によれば、電子部品を枠部に入り込むように前方へ移動させることによって、部
品ホルダに対する電子部品の相対位置が規定された状態で電子部品が保持される。この場
合、後方への電子部品の移動が規制部によって規制されるため、部品ホルダからの電子部
品の抜け落ちが抑制される。
【０１６７】
　ここで、規制部と対向する位置であって、他方の対向部の後方への延長上のスペースに
収容部が設けられているため、収容部が他の部位に設けられる構成と比較して、部品ホル
ダ全体として見た場合に収容部を設けたことによって生じる出っ張りが小さくなっている
。これにより、部品ホルダが全体としてコンパクトになっている。よって、収容部を形成
することによって生じ得る部品ホルダの大型化を抑制し得る。
【０１６８】
　なお、「前記部品ホルダは前記取付部に固定されるベース部を備え、前記遊技機器は、
前記ベース部が前記取付部に固定されることによって前記遊技盤に取り付けられるもので
あり、前記ベース部は前記取付部に固定される状況において前記貫通孔を塞ぐように形成
されており、前記枠部、前記規制部及び前記収容部は前記ベース部に設けられている」と
よい。かかる構成によれば、ベース部を取付部に固定させることによって枠部及び規制部
によって保持されている電子部品が予め定められた位置に取り付けられる。
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【０１６９】
　特徴９．前記収容部は、前記遊技盤の前後方向に延び且つ前記規制部に向けて開放した
溝形状をなしており、その開放端が前記電子部品の溝底部側への移動を許容した状態で前
記電子部品を上下に挟むように形成されていることを特徴とする特徴８に記載の遊技機。
【０１７０】
　特徴９によれば、収容部の開放端によって電子部品が挟まれることによって、前後方向
への電子部品の移動が案内される。また、収容部の溝底部側への電子部品の移動が許容さ
れているため、電子部品が収容部と規制部との間を通り易い。これにより、枠部に電子部
品を挿入し易くなる。よって、部品ホルダへの電子部品の取り付け作業を容易に行うこと
ができる。すなわち、収容領域を形成する構成により、部品ホルダへの電子部品の取り付
け作業の作業性の向上を図ることができる。
【０１７１】
　特徴１０．前記規制部の先端側には、前記電子部品に対して後方側から当接することに
よって後方への前記電子部品の移動を規制する係止部（爪部１５１）が設けられており、
　前記係止部は前記収容部側に向けて突出して形成されており、
　前記規制部は、前記電子部品が前記収容部及び前記係止部の間を通過できるように、前
記収容部に対して離間する方向へ向けて弾性変形可能に形成されており、
　前記収容部は前記差込口を介して後方に開放されていることを特徴とする特徴９に記載
の遊技機。
【０１７２】
　特徴１０によれば、規制部を弾性変形させながら収容部と係止部との間に電子部品を挿
入すると、規制部が弾性変形した状態で電子部品は枠部に入り込む。そして、電子部品が
係止部を通過すると、規制部が自然状態に復帰し、係止部が電子部品に対して後方側から
当接する。これにより、後方への電子部品の移動が規制される。
【０１７３】
　ここで、収容部が後方に開放されているため、後方から収容領域内に電子部品の一部を
挿入することができる。これにより、電子部品を収容部の底側に偏倚させて挿入すること
によって、収容部と係止部との間を電子部品が通過するために要する係止部の弾性変形量
が少なくて済む。よって、取り付け作業の容易化を図ることができる。
【０１７４】
　特徴１１．前記収容部内の上部（鉤状部１４２）及び下部（鉤状部１４３）は、互いに
離れる側に向けて凸となるように湾曲した湾曲面（湾曲面１４２ａ、１４３ａ）が形成さ
れていることを特徴とする特徴９又は特徴１０に記載の遊技機。
【０１７５】
　特徴１１によれば、収容領域に配線を挿入した場合、配線は湾曲面に沿って、当該湾曲
面の頂点に向けて誘導される。これにより、配線が自然に特定の位置（湾曲面の頂点付近
）に配置され、当該位置にて保持される。この場合、配線の位置ずれが生じにくいため、
配線の形状が安定する。よって、配線の保持の安定性の向上を図ることができる。
【０１７６】
　なお、「前記湾曲面の頂点部の曲率は、前記配線の曲率と同一又はそれよりも大きく設
定されている」とよい。この場合、配線が湾曲面の頂点に向けて移動すると、配線が湾曲
面に対して頂点を介した２箇所で当接することになるため、配線の位置ずれを好適に規制
することができる。
【０１７７】
　特徴１２．前記収容部の溝底部は、前記電子部品から離れる側に向けて凸となるように
湾曲していることを特徴とする特徴９乃至１１のいずれか１に記載の遊技機。
【０１７８】
　特徴１２によれば、収容領域の両端部分よりも中間部分が大きくなっている。これによ
り、配線を中間部分に挿入し易いため、配線の差込作業を容易に行うことができる。
【０１７９】
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　また、特徴１１との関係によれば、収容領域は両端に向けて徐々に狭くなっているため
、中間部分に挿入された配線は両端側に向けて誘導され、当該位置にて保持される。すな
わち、溝底部が配線を湾曲面へ誘導するものとして機能する。なお、この場合、「前記収
容部は、前後方向に見て略Ｃ字状をなしている」とも言える。
【０１８０】
　特徴１３．前記収容部は前記差込口を介して後方に向けて開放されており、
　前記収容部の内壁面と前記他方の対向部の内壁面とによって前記遊技盤の前後方向に連
続した連続面が形成されているとともに、当該連続面の途中位置には、前記電子部品側に
突出させて形成された凸部（突条１２４）が設けられており、
　前記凸部は、前記電子部品と当接することによって前記収容領域内への前記電子部品の
入り込みを規制するものであることを特徴とする特徴８乃至１２のいずれか１に記載の遊
技機。
【０１８１】
　特徴１３によれば、電子部品と凸部との当接によって、収容領域が確保されている。ま
た、凸部は、収容部の内壁面と他方の対向部の内壁面とからなる連続面の途中位置に設け
られているため、配線と凸部とが当接することによって配線のそれ以上の挿入が規制され
る位置まで、配線を後方から収容領域に挿入することができる。すなわち、凸部が収容領
域の前後方向の長さを規定するものとして機能する。
【０１８２】
　特徴１４．前記遊技盤には、絵柄の変動表示が行われる絵柄表示手段（図柄表示装置４
３）が設けられており、
　前記絵柄表示手段は、前記遊技盤の後方側から取り付けられるものであり、
　前記収容部は、前記遊技盤の盤面に沿った方向において前記遊技機器の前記絵柄表示手
段が設けられる側とは反対側に配置されていることを特徴とする特徴８乃至１３のいずれ
か１に記載の遊技機。
【０１８３】
　特徴１４によれば、収容部は、遊技盤の盤面に沿った方向において絵柄表示手段が設け
られる側とは反対側に設けられているため、収容部が絵柄表示手段側に配置されている構
成と比較して、絵柄表示手段を取り付ける場合に、収容部に保持されている配線が邪魔に
なりにくい。これにより、絵柄表示手段の取り付け作業を好適に行うことが可能となる。
【０１８４】
　特徴１５．前記遊技機器は、前記遊技領域に設けられ、遊技球が通過可能であって、前
記遊技領域の上流側から流下してきた遊技球を前記遊技領域の下流側にそのまま導出する
球通過部（スルーゲート３９）であり、
　前記球通過部は、
　遊技球が通過可能な領域を形成するとともに、当該領域内を通過する遊技球を検知する
通過検知センサ（ゲートセンサ６３ｄ）と、
　前記通過検知センサを保持するホルダ（センサホルダ９２）と、
を備え、
　前記ホルダは、前記遊技盤の表面部分に当接して前記球通過部の位置を規定した状態で
前記取付部に固定されるベース部（ベース部１０１）を備え、
　前記球通過部は、前記ベース部が前記取付部に固定されることにより、前記遊技盤に取
り付けられるものであり、
　前記貫通孔は、前記ベース部によって塞がれるように前記ベース部よりも小さく形成さ
れていることを特徴とする特徴１４に記載の遊技機。
【０１８５】
　特徴１５によれば、ベース部が取付部に固定されることによって、球通過部がその位置
を規定された状態で遊技盤に取り付けられる。この場合、貫通孔が当該ベース部によって
塞がれている。これにより、貫通孔から治具を挿入する不正行為を抑制し得る。
【０１８６】
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　かかる場合、貫通孔がベース部よりも小さく形成されるため、配線が貫通孔を通りにく
くなる。特に、球通過部は他の遊技機器と比較して小さいため、貫通孔も小さくなる。
これに対して、本特徴によれば、収容部が設けられているため、仮に貫通孔が小さく形成
された場合であっても、配線を貫通孔に容易に通すことができる。
【０１８７】
　特徴１６．前記球通過部を通過した遊技球が入球可能となるように前記球通過部の下流
側に配置され、遊技球が入球可能であって、遊技球が入球した場合には当該入球した遊技
球を前記遊技盤の後面側に誘導する球入球部を備えていることを特徴とする特徴１５に記
載の遊技機。
【０１８８】
　特徴１６によれば、球通過部を通過した遊技球が入球可能となるように球入球部は球通
過部よりも下流側に配置されている。この場合、球通過部に対応する配線が垂れ下がると
、当該配線が球通過部よりも下流側に配置される遊技機器と干渉し、邪魔になり易い。
【０１８９】
　これに対して、通過検知センサの配線の一部の保持する収容部を設けることによって、
上記不都合を回避することができる。
【０１９０】
　特徴１７．遊技球が流下する遊技領域（遊技領域Ｚ）が前面側に形成された遊技盤（遊
技盤３３）に、配線（配線９１）が接続され、更に前記遊技領域の遊技球が通過可能であ
って遊技球が通過した場合にはそれを検知する検知センサ（ゲートセンサ６３ｄ）と、当
該検知センサを保持するホルダ（センサホルダ９２）と、を備えた球通過部（スルーゲー
ト３９）を取り付ける遊技機の製造方法であって、
　前記遊技盤に当該遊技盤の前後方向に貫通した貫通孔（貫通孔８１）を形成する工程と
、
　前記配線において検知センサとの接続部位以外の一部を曲げる工程と、
　前記検知センサと前記ホルダとの間に形成された隙間（内部空間１４５）に、前記配線
の一部を曲げることによって形成された曲がり部を差し込む工程と、
　前記球通過部を前記遊技盤の前面側から取り付けるとともに、前記配線を前記貫通孔に
通して前記遊技盤の後面側に導出させる工程と、
　当該遊技盤の後面側に導出された配線を引っ張ることで前記曲がり部を導出し、当該配
線を前記遊技盤の後面側に設けられた接続部に接続する工程と、
を備えていることを特徴とする遊技機の製造方法。
【０１９１】
　特徴１７によれば、球通過部は遊技盤の前面側から取り付けられる一方、配線は遊技盤
の後面側に設けられた接続部に接続させる。この場合、球通過部の取り付けにおいて配線
を貫通孔に通して遊技盤の後面側に導出させる工程が必要となり、当該工程において配線
が貫通孔に引っかかる等して作業性の低下が懸念される。
【０１９２】
　これに対して、前記検知センサと前記ホルダとの間に形成された隙間に曲がり部を差し
込む工程を実行することによって、配線が保持される。そして、かかる状態で球通過部を
取り付ける工程を行うことによって、上記不都合を回避することができる。また、配線が
遊技盤の後面側に導出された場合には、遊技盤の後面側から配線を引っ張ることによって
、曲がり部が導出され、配線の保持が解除される。これにより、配線の接続を行うことが
できる。
【符号の説明】
【０１９３】
　１０…パチンコ機、３３…遊技盤、３９…スルーゲート、６３ｄ…ゲートセンサ、８１
…貫通孔、９１…配線、９２…センサホルダ、１０１…ベース部、１１１…挿通孔、１２
１…枠部、１２１ａ…第１側面枠部、１２１ｂ…第２側面枠部、１２１ｃ…前面枠部、１
３１…第１アーム部、１３２…第２アーム部、１４０…ベース壁部、１４４…溝、１４５
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…内部空間、１４６…差込口、１５１…爪部、１５２…コーナ凸部、１５３…面取り部、
１７１…曲がり部。
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